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－大阪公立大学ー 中学生対象
５つの講座に中学生54名が参加しました
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C-6 実践！PCR：遺伝子で身元をつきとめる
＜理学研究科 恩田 真紀＞

C-8 身の回りのもので電気をつくろう！
＜理学研究科 小菅 厚子＞

C-9 人工イクラをつくろう！
＜工学研究科 児島 千恵＞

C-10 操縦しないでヘリコプタを飛ばすには
＜工学研究科 金田 さやか＞

C-7 顕微鏡で覗く、小さな生き物の世界
＜農学研究科 中澤 昌美＞

関⻄科学塾とは・・・
⼥⼦中⾼生の理系進路選択を⽀援するための事業で、今年で17回⽬を数えます。神⼾⼤学・⼤阪⼤学・京都⼤学・
奈良⼥⼦⼤学・⼤阪公⽴⼤学が中⼼となって、近隣の教育委員会、企業、NPOと連携して開催しています。

PCR法によるDNA鑑定を実
践し、ある食品の身元を突き
止め、PCRの原理や応用、
新型コロナウイルスの検査方
法についても勉強しました。

プログラム

いろいろな方法で電気をつくり
だすクリーンな発電方式につ
いて学び、さらに太陽電池を
つくり、電気をとりだす実験を
しました。

モータ作りを通して、プロペラ
（ロータ）をモータで回転さ
せて推力を得るドローンの飛
行制御の仕組みや、ものを
動かす楽しさを学びました。

⼤阪公⽴⼤学では、中百舌鳥キャンパスで5
つのテーマの実験実習を行い、中学生54名が
参加しました。開会式では⼥⼦⼤学院生
IRISの講演を聴き、その後、各実験室に分か
れました。また保護者等41名が別室で開会式
を聴講し、教員やIRISとの懇談会に38名が
参加しました。

事前採取した身近な環境水
を顕微鏡で観察し、どんなプ
ランクトンが生息しているのか、
水の中に広がる世界について
一緒に考えました。

海藻のヌメリ成分（⾼分
⼦）を使って、人工イクラ作
りを体験しました。異なる条
件で人工イクラを作ることでイ
クラのカプセルについて学びま
した。

参加者の感想
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